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禅学関係雑誌論文目録(2010年)

著 者 論 題 誌 名
発行巻(号)

月

〔思 想〕

芦 名 定 道

東 絶 海

天 野 文 雄

荒 井 魏

井 本 光 蓮

池 田 久 代

江 渕 甚 深

大 熊 玄

太 田 裕 信

岡 廣 二

加 藤 基 樹

笠 倉 玉 漢

形 山 睡 峰

日本的霊性 とキ リス ト教一 キ

リス ト教土着化論 との連 関で
(シ ンポ ジウ ム鈴 木大拙 『日

本 的霊性』 の現代 的意義)

提 唱 「今」に生 きる(そ の2)

「一切の事(コ ト)」と 「一切
の事(ジ)」 一 世 阿弥 と禅 の

出会 い、 『問答条 々』 『花 修』

『別紙 口伝 』 の改訂 な ど(特
集 伊 藤正義先生 遭 悼)

現代文 明における 「アジア思
想」再評価 の糸 口 としての禅

僧良寛 の思想序説

日々に新た な り「生 きる こと」
と 「死ぬ こと」

テイク ・ナ ッ ト・ハ ン(釈 一

行)と 地球仏教のゆ くえ

数息 観 の 導入 と反 省(特 集
こころの教育)

日本 的霊性 と西田哲学(シ ン
ポ ジウム 鈴 木大拙 『日本 的

霊性』 の現代 的意義)

瞬間 と歴史:西 田幾多郎 の時
間論 ・永遠 の今 の 自己限定

西田哲学 と現象学:宗 教 と哲
学の間

中世 「三禅定」覚書一 三禅定
研究のゆ くえ

数 息観 と禅(特 集 こ ころの

教育)

禅 の教 える発想 の転換一 今 日
只今 を尽 く して ゆ く(特 集

仏教 が教 える発想 の転換一見

方が変 わると人生 も変 わる)

北陸宗教文化

禅

神戸女子大学古典
芸能研究センター
紀要

文化社会学研究

禅

禅文化

禅

北陸宗教文化

日本の哲学

宗教研究

研究紀要

禅

大法輪

243

34

43

27

33

219

33

243

1212

84(4)3

183

33

78(5)5
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片 山

片 山

片 山

片 山

片 山

片 山

片 山

片 山

片 山

片 山

片 山

片 山

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

金 山 秋 男

古 賀 英 彦

パーリ仏典 にブ ッダの禅定 を

学ぶ一 『大 念 処 経』 を読 む
(7).不浄の観察 ・ 、

パー リ仏典 に ブッダの禅 定を

学ぶ一 『大 念 処 経』 を読 む

(8)四 大の観察

パー リ仏典 にブ ッダの禅定 を

学ぶ一 『大 念 処 経 』 を読 む
(9)

パー リ仏典 にブ ッダの禅定 を

学 ぶ一 『大念 処 経 』 を読 む

(10)感 受 を知 る

パー リ仏典 にブ ッダの禅定 を

学 ぶ一 『大 念 処 経 』 を読 む
(11)心 を知 る

パー リ仏典 にブ ッダの禅定 を

学 ぶ一 『大念 処 経 』 を読 む

(12),法 を観 る

パー リ仏典 にブ ッダの禅定 を

学 ぶ一 『大 念 処 経』 を読 む
(13)法 を観 る一五慈

パー リ仏典 にブ ッダの禅 定を

学 ぶ一 『大 念 処 経』 を読 む

(14)法 を観 る一十 二処

パー リ仏典 にブ ッダの禅定 を

学 ぶ一 『大 念 処 経 』 を読 む
(15)法 を観 る一 七覚 支

パー リ仏典 にブ ッダの禅 定を

学 ぶ一 『大念 処 経』 を読 む

(16)法 を観 る一 四諦

パー リ仏典 にブ ッダの禅 定を

学 ぶ一 『大念 処 経』 を読 む
(17)法 を観 る一 四諦(1)苦

諦

パー リ仏典 にブ ッダの禅 定を

学 ぶ一 『大念 処 経』 を読 む
(18)法 を観 る:四 諦(2)集

諦

「色 空不 二」 につ い ての一考

察

イン ド仏教 の仏 性論一宝性論

研究 ノー ト

大法輪

大法輪

大法輪

大法輪

大法輪

大法輪

大法輪

大法輪

大法輪

大法輪

大法輪

大法輪

明治大学教養論集

禅文化研究所紀要

78(1)

78(2)

78(3)

1

2

3

78(4)4

78(5)

78(6)

78(7)

78(8)

78(9)

5

6

7

8

9

78(10)10

78(11)11

78(12)12

4601

313



小 林 圓 照

小 林 圓 照

小 林 圓 照

小 林 邦 夫

佐久間 賢 祐

櫻 井 宣 明

清 水 守 拙

島 尾 新

善 財童 子 の求 道 もの が た り

(21)妙 光 城 の慈王 マ ハー プ
ラバー正 法に よる統治 と安穏
一 菩 薩道五 十三 次 江尻 の宿

駅

善 財童 子 の求 道 もの が た り
(22)静 寂 の夜 に満 天 の星 を
観 るアチャ ラー信 女一菩薩道
五十三次 府 中の宿駅

善 財童 子 の求 道 もの が た り
(23)至 る所 に到 って利 益 を
もた らす 究極 の 遊 行 者 サ ル

ヴァガー ミン(遍 行外道)一

菩薩道五十三次 鞠子 の宿駅

ゲーテの 『ファウス ト』 にお

け る仏教思想

中 日文化交流 の歴史 と禅 の思
想(2)

『入 菩提行論 』 第8禅 定波羅

蜜章における慈悲の苦 につい
て

鈴木大拙 の思想 に於 ける逆説
と言葉 .

「和 」「漢 」 の文化 探 訪(19)
禅僧たちの 「共有 志向」

嶋 本 浩 子 鈴木大拙の大悲

末 村 正 代

末 村 正 代

杉 本 耕

杉 本 耕

杉 本 耕

田 邊 正 彰

「如 」に関す る一 考察一 鈴 木

大拙を手が か りとして

鈴木大拙 におけ る 「如」 の理

解:禅 と真宗

道元の 「行 」 と田辺元 の 「行

為」

道元解釈 か ら見た西谷啓 治の

禅哲学

鈴木大拙 「霊性」再考一 道元
の 「禅宗」批判 を手 引 きとし

て(シ ンポ ジ ウム 鈴 木大拙

『日本的霊性』 の現代的意義)

鈴木大拙の科学解義一我々の
時代の道標

正信論争考(8)今 成覚禅師竹 林 史 博
の輪廻論

禅学関係雑誌論文目録(2011年)29

禅文化

禅文化

禅文化

慶応義塾大学日吉
紀要 ドイツ語学 ・
文学

苫小牧駒澤大学紀
要

日本西蔵學會々報

宗教研究

茶道の研究

宗教研究

関西大学哲学

比較思想研究

倫理学年報

宗教研究

北陸宗教文化

金沢学院大学紀要
文学・美術 ・社会
学編

曹洞宗総合研究セ
ンター学術大会紀
要

219

221

222

47

233

577

84(4)3

56(10)10

84(4) 3

293

38

60

84(4) 3

243

93

12
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中 島 志 郎

新 田 智 通

蓮 沼 直 慮

林 好 雄

「空 の弁証法」 とは何 で あっ
たか

日本的霊性 と真宗(シ ンポジ
ウム 鈴木大拙 『日本 的霊性』
の現代 的意義)

鈴 木大拙 にお ける禅 と浄土教
一 『浄土系思想論』 の解釈 を

中心に

教 育 と友 愛(上):ハ イ デ
ガー、道元、 デ リダ ー

堀 井 妙 泉 日々に新たな り 今 を生 きる

前 川 亨

松 岡 俊 平

美 と修養一鈴木大拙 とル ース
=ベ ネディク トの接 点 を求め

て

日本近代思想 と親鶯一 鈴木大

拙 の浄土系思想論

村 山 保 史 鈴木大拙の 「大地」概念

森
京都学派の 「宗教/哲 学 」一

哲 郎 禅 の 「十牛図」か ら見 た種々
の 「場所」論

山 下 善 明

山 折 哲 雄

和 田 真 二

〔中 国〕

郎
晃
秀

佳

康

山
島

浅
大
瀧

伊 吹

伊 吹

伊 吹

伊 吹

敦

敦

敦

敦

ハ イデガーか ら道 元へ:同 一

性 の概念を橋 として

現代の往生試論(そ の6)惚
け往生 良寛と親鶯

横川顕正における「禅と念仏」
の問題

比較思想研究の動向 頼住光
子 『道元の思想:大 乗仏教の
真髄を読み解く』

羅山随筆抄訓釈稿(4)

「東 山法 門」の 人 々の傳 記 に
ついて(下)

宋 の 南遷 と禅(下 之 下)要

説 ・中国禅思想 史(28)

南宋 ・金の衰亡 と禅(上)要

説 ・中国禅思想 史(29)

南宋 ・金の衰亡 と禅(中)要

説 ・申国禅思想 史(30)

暉學研究

北陸宗教文化

倫理学

駿河台大学論叢

禅

専修人文論集

仏教文化

宗教研究

宗教哲学研究

明星大学研 究紀 要:
人文学部 ・日本 文

化学科

Atプ ラス:思 想 と

活動

宗教研究

比較思想研究

漢文学解釈与研究

東洋学論叢

禅文化

禅文化

禅文化

892

243

27

43

34

883

203

84(4)3

28

193

72

84(4)3

38

129

363

219

220

221
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伊 吹

伊 吹

南宋 ・金の衰亡 と禅(下 之上)敦

要説 ・中 国禅思想 史(31)

敦 神秀 の受戒 をめ ぐって

石 野 幹 昌

内 田 誠 一

小 川

小 川

小 川

小 川

隆

隆

隆

隆

大 野 榮 人
武 藤 明 範

加 藤 弘 孝

加 藤 高 敏

加 藤 高 敏

蔭 木 英 雄

蔭 木 英 雄

金 子 奈 央

現 銀 谷 史 明[訳]

ngogbloldanshesrab

GontaNgawangWoesung

古 賀 英 彦

小早川 浩 大

小 林 圓 照

洪 修 平
柳 幹康[訳]

馬祖 道一 の末 後説法一 《碧巌
録》 第三則の考察 を通 して

王維 の在 家信 仰 一 維摩 経 を

中心 に一

禅宗 語録入 門読本(10)六 祖
の物語(4)

禅宗語録入 門読本(11)六 祖
と南岳懐譲

禅宗語録 入門読本(12)南 岳
と馬祖

禅宗語録 入門読本(13)六 祖
と青原行思

『次第禅 門』 の研 究(10)

『念仏 三昧宝 王論 』 の撰述年
代:飛 錫 の事 跡 に関連 して

南岳慧 思 にお け る 『華 厳経』
思想の受容

慧思 におけ る禅 定実践 の一考

察

『景 徳 伝 灯 録 』 もの が た り

(上)

『景 徳 伝 灯 録 』 もの が た り

(中)

『勅修 百丈 清規 』 にお ける唱

衣法:遺 品の動 きを中心 に

ゴク ・ロデ ンシェー ラプの般

若 心 経 註 に つ い て 一 試 訳 ・
Romanizedtranscription
text[含 チベ ッ ト語文]

動 中有静論 考一 肇論 と中国仏

教(序)

『雲巌宝鏡 三 昧』 の考察一 そ
の註釈 の成立 を中心 に

敦 焼 写本 く悉曇 章 〉類 の特
異 性:『 禅 門悉 談 章』 のテキ
ス ト研究

馬祖禅 法が もつ実践上 の特色
とその影響 について

禅文化

禅文化研究所紀要

名古屋大學中國哲
學論集

中國詩文論叢

禅文化

禅文化

禅文化

禅文化

禅研究所紀要

佛教大学大学院紀
要.文学研究科篇

東海仏教

曹洞宗研究員研究
紀要

大法輪

大法輪

宗教研究

東洋学研究

輝學研究

宗学研究紀要

印度學佛教學研究

東アジア仏教研究

222

313

10

56

219

220

221

222

40

393

563

413

78(11)11

78(12)12

84(4)3

48

892

243

59(2)3

95
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佐藤悦成[編]

佐野公治[訳]

宏智禅師頒古百則 の研究(1)

『景徳 伝 灯録』(巻 四)訳 注
(承前)[含 中国語文]

禅研究所紀要

名古屋大學中國哲
學論集

椎 名 宏 雄 『縞門警訓』の文献史的考察 印度學佛教學研究

椎 名 宏 雄

白 川 邦 與
野口 善敬[訳]

末 木 文美士
魚川祐司[訳]
鈴 木 大 拙

千 田 た くま

所

班

昭
正

究

究

研

禰

良

レ
U
釜

イ

語

中

文

代

灘

唐

田
程

昭
正

良中田
程

『龍牙 和 尚偶頒』 の 諸本(曹
洞 宗 総合研究 セ ンター 学 術
大 会紀 要(第12回))

雲棲 〔衣偏+朱 〕宏 『正説集』
訳注(上)

唐宋禅宗史

法如 派は神秀 を法如の弟子 で
ある と主張 したか

『祖堂 集』巻七雪峯 和 尚章i澤
注(上)

敦 焼 暉 宗 文献 分 類 目録(2)
語録類(3)

敦 焼1暉宗 文献 分類 目録(2)
語録類(4)六 祖壇経

高 橋 秀 榮 慧可断腎の故事をめぐって

塚 本 麿 充

常 盤 義 伸

常 盤 義 伸

中 西 久 味

之
正
隆
苗
真
郎

政

元
香
隆
嗣

井

本
田
田
嵐十

永
程
山
吉
角
五

西 脇 常 記

野 口 善 敬

皇帝の文物と北宋初期の開封
(上)啓 聖禅院、大相国寺、
宮廷をめぐる文物とその意味
について

南泉の異類中行と樗伽経の兎
角牛角

榜伽経が仏説として引用する
世親造唯識三十頒の二偶

中国国家図書館蔵 『大慧普覚
禅師年譜』についての覚え書
き

『宋 会要』道釈部訓註(6)

曹洞宗総合研究セ
ンター学術大会紀
要

臨済宗妙心寺派教
学研究紀要

財団法人松ケ岡文
庫研究年報

輝學研究

禅文化研究所紀要

駒澤大学禅研究所
年報

駒澤大学仏教学部
論集

財団法人松ケ岡文
庫研究年報

美術研究

財団法人松ケ岡文
庫研究年報

禅文化研究所紀要

人文科学研究

駒澤大学仏教学部
論集

トルフ ァン漢語文書 と大蔵 経 禅研 究所紀要

明末清初 における天童寺 の住
持 について一密雲円悟 の後継 縄學研究
をめ ぐって

40

10

59(2)

12

3

95

25

892

313

2312

4210

25

'4048

25

313

12911

42

40

892
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FrancoEli

師 茂 樹[訳]

本多道隆[訳]

松ヶ岡文庫禅籍
目 録 研 究 班

玄 奨 に よ る 観 念 論
(vijnaptimatrata)の 証明[含

訳者解題]

『五燈会 元』 「釈迦牟尼仏 」章
を読む(3)[含 中国語文]

松 ヶ岡文庫 所蔵の禅籍 につい
て(3)中 国禅籍 とそ の註 釈

書 を中心 に

松 岡 由香子 恵能と仏性

武 藤 明 範

森

森

柳

柳

『梁高 僧伝』 にみ られ る火 葬
の一考 察

宏 之 明 ・太祖 と成祖の仏教観

宏 之

幹 康

幹 康

山 田 無 文

山 田 無 文

山 田 無 文

李

李

李

建 華

建 華

陽 浩

TranThuyKhanh

明 ・成 祖 の仏 教 政策 と道 術

(眺広 孝)一 明代 初期思想 史
の一動 向

禅 者の心 に世界 はどう映 るの
か一 初期禅宗 における鏡 の讐

喩

禅 者の心 に世界 は どう映 るの
か一 初期禅宗 における鏡 の讐

喩、 『楊 伽 経典』 と 『二 入 四
行論』

碧巌録提 唱(14)第 三十五則
文殊前三三

碧巌録提 唱(15)第 三十六則
長沙逐落花 回

碧巌録提 唱(16)第 三十七則
盤 山三界無法

聖域巡礼(23)私 の 目か ら見
るチ ベ ッ ト(第4部)青 蔵鉄

道 を行 く(2)

聖域 巡礼(24)私 の 目か ら見

るチベ ッ ト(第4部)青 蔵鉄
道 を行 く(3)

北魏 洛陽永寧寺南門の上部構

造 について の復元的考察(東
洋:中 国(1)建 築 歴 史 ・意

匠)学 術 講演梗概集F-2

鳩摩羅什訳 の禅観経典 が 『次

第禅門』 に及 ぼした影響 につ
いて一 「五縁」「繋縁止」 「五

門禅」 を中心 として

花園大学文学部研
究紀要

花園大学国際禅学
研究所論叢

財団法人松ケ岡文
庫研究年報

禅文化研究所紀要

愛知学院大学教養
部紀要

花園大学国際禅学
研究所論叢

臨済宗妙心寺派教
学研究紀要

東アジア仏教研究

インド哲学仏教学
研究

禅文化

禅文化

禅文化

禅文化

禅文化

建築歴史 ・意匠

東海仏教

43

63

25

313

58(4)

63

95

95

83

219

220

222

220

221

7

563
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渡 辺 章 悟

〔韓 国〕

韓 普光(泰 植)

ShoreJeff

楊 嬉 嬉

TingtingYang

〔日 本〕

相 澤 秀 生

秋 月 龍 現

朝 倉

朝 倉

朝 倉

朝 倉

和

和

尚

尚

浅 見 龍 介

荒 木 止
ロ

、ご

般若経の成立過程:智 の展開
を中心 と して(経 典 とは何か

(2)経 典 の成立 と展 開受容)

朝鮮 静 観一一縄の浮土観 につ
いて

GreatDoubt:gettingstuck

&breakingthroughthereal

Koan

高 麗 初 離 本 『四分 比 丘 尼掲 磨』

に関 す る試 論

天文一永禄 年 間期越後におけ
る使僧 と しての禅僧

道 元 「只 管 打 坐 」 で拓 い た
「純 一 な る仏法」 の道(禅 的
シ ンプ ル ライ フー 名 僧 に学
ぶ)

「薔 薇i」発 掘一 五 山文学素材
考

五 山 文学 版 『百 人一 首』 と

『花上 集』 の基 礎 的研 究一 伝
本 とそ の周 辺(特 集 五 山文

学)

喝食 と禅林 聯句一宛 人 ・雲英
宗悦 の艶詞理解 をめ ぐって

禅 林 にお け る艶 詞文 芸 をめ
ぐって一 研 究の現状 と現存作
品集(群)

禅宗 寺院の彫像 にみる中国風
の受容 と展 開(古 代 中世 日本
の内なる 「禅」)

『仏 法大明録』 と 『真心要決』
一 『沙石 集 』 『徒 然草』 の禅

宗 的環 境 をめ ぐって(古 代中
世 日本 の内 なる 「禅」)

安 藤 嘉 則 永平広録 に親 しむ(13)

安 藤 嘉 則 永平広録 に親 しむ(14)

安 藤 嘉 則 永平広録 に親 しむ(15)

安 藤 嘉 則 永平広録 に親 しむ(16)

安 藤 嘉 則 永平広録に親しむ(17)

日本仏教学会年報

印度學佛教學研究

灘學研究

仙石山仏教学論集

宗学研究紀要

プレジデント

国語と国文学

文学

国語国文

中世文学

アジア遊学

アジア遊学

大法輪

大法輪

大法輪

大法輪

大法輪

77

59(2)3

892

65

243

49(34)10

88(4)4

12(5)9

80(9)9

56

1425

1425

78(1) 1

78(2)2

78(3)3

78(4)4

78(5) 5
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安 藤 嘉 則 永平広録 に親 しむ(18)

安 藤 嘉 則 永平広録 に親 しむ(19)

安 藤 嘉 則 永平広録 に親 しむ(20)

安 藤 嘉 則 永平広録 に親 しむ(21)

五十嵐 道元禅 師 とマイスター ・エ ッ良 探
クハ ル ト(そ の5)何 故な し

大法輪

大法輪

大法輪

大法輪

曹洞宗総合研究セ
ンター学術大会紀
要

鎌倉を護る高僧と龍神(新 年
伊 藤 正 義 特集 史跡 ・景観の保存と活 日本歴史

用)

伊 藤 秀 真 宝慶寺末寺旧蹟佐開白蔵庵

伊 藤 良 久

飯 塚 大 展

飯 塚 大 展

飯 塚 大 展
海老澤 早 苗
佐 藤 俊 晃

池 田 正 男

住持制 度 より見 る曹洞宗 教団
史(序)

『蒲室疏抄』研 究序 説(4)史
料 篇(4)京 都 府立 総合 資料

館所蔵 『蒲?』(其4)

林下曹洞宗 における相伝 史料

研究序説(5):永 光寺 関係史
料編(上)

『江湖風月集略註』研究(4)

越前府中龍門寺の草創につい
て一付 妙法寺の草創期の仏
源派の展開

池 田 魯 参 『坐禅用心記』撰述の意義

石 井 修 道

石 井 義 長

道元 の霊夢 の中での大梅 法常
との 出会い と修証観

『正法 眼蔵』 「現成公案」 の説
示 につ いて

石 井 義 長 『正法眼蔵』「現成公案」考

石 原 成 明

石 原 成 明

石 渡 吉 彦

道元禅師の古仏観(1)雪 峰
義存の説示評価より

道元禅師の古仏観(2)玄 沙
師備の説示評価より

河州の黄巣派廃絶寺院につい
て

禅研究所紀要

曹洞宗研究員研究
紀要

駒澤大学禅研究所
年報

駒澤大学仏教学部
論集

駒澤大学禅研究所
年報

若越郷土研究

曹洞宗総合研究セ
ンター学術大会紀
要

駒澤大学仏教学部
論集

印度學佛教學研究

駒澤大学禅研究所
年報

曹洞宗総合研究セ
ンター学術大会紀
要

宗学研究紀要

黄漿文華

78(6)6

78(7)7

78(8)8

78(9)9

12

7521

40

41

2312

42

2312

56(1)8

12

42

59(2)3

2312

12

243

131
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市 川 忠 夫

市 村 承 乗

岩 井 貴 生

岩 山 泰 三

岩 橋 春 樹

良寛の根本的思想と信仰:孔
子の 「仁」の精神と曹洞禅の
世界

道元禅師の言語観(2)言 語
使用における論理的矛盾性の
超克一正法眼蔵有時の巻に参
照して

『夢中問答』にみる夢窓疎石
の教禅一致論

引き裂かれた臥遊世界一一休
八景詩素描(特 集 五山文学)

総持寺の文化一所蔵文化財の
諸相

上 田 良 穂 贈 奪 「永平録を読む」を

内 山 純 子 騨 大醗 の出版とその利

海老名 尚 花園院の行 道に関す る一考 察

荏開津 通 彦

榎 本

榎 本

歩孝

渉

MercuriOsvaldo

小 野 澤 眞

小 野 澤 眞

小 野 澤 眞

尾 崎 正 善

織 田 顕 行

大 槻 幹 郎

牧漢の尊重(古 代 中世 日本の

内なる 「禅」)

松 ヶ岡文庫所 蔵 『扶桑禅林諸
祖伝』 につ いて

雲南の 日本僧 、その後(古 代

中世 日本の 内なる 「禅」)

夢窓疎石 と宗 峰妙超の方便 思
想 の比 較 一 『西 山夜 話 』 と
『祥雲夜 話』 を中心 に

善光 寺信 仰 の展 開(1)中 世

勧 進聖 と""分 身 川の研 究 を
中心 として

善光寺 信 仰 の展 開(2)中 世

勧進 聖 と 川分 身1"「の 研 究 を
中心 と して

善光寺 信仰 の展 開(3)中 世

勧 進 聖 と 川分 身 川の研 究 を
中心 と して

翻刻 ・京都大学 文学部図書館

蔵 『東福寺清規』(1)

清拙正澄 ゆか りの摩利支天像
をめ ぐって(古 代 中世 日本の
内なる 「禅 」)

隠元禅師語 録につい て(4)

学校法人昌賢学園
論集

曹洞宗総合研究セ
ンター学術大会紀
要

佛教経済研究

文学

鶴見大学仏教文化
研究所紀要

曹洞宗総合研究セ
ンター学術大会紀
要

黄彙文華

臨済宗妙心寺派教
学研究紀要

アジア遊学

財団法人松ケ岡文
庫研究年報

アジア遊学

禅文化研究所紀要

史　と美術

史　と美術

史　と美術

鶴見大学仏教文化
研究所紀要

ア ジア遊学

黄聚文華

10

12

405

12(5) 9

163

12

131

95

1425

25

1425

313

81(4) 5

81(5)6

81(7)8

163

1425

131
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大 野 公 賀

太 田

太 田

太 田

亨

亨

亨

加 藤 正 賢

笠 井 哲

形 山 睡 峰

川 口 高 風

黄漿 山萬福寺所蔵 『華厳 経疏
論纂 要』 と、戦時下 の 日中文

化交流

五 山文学概説(古 代 中世 日本
の 内なる 「禅」)

五 山版 『新刊五百家註音辮 唐

柳先 生文集』 につ いて一 五山
版 の再検討 をめ ぐって(特 集
五 山文学)

日本 中世禅林 における柳 宗元

受容:後 期の場合

曹 洞宗 にお ける 『羅漢 講式 』
の式 次第と成立

『儀理 之評判』 にお け る沢庵

『不動智』への批判 について

白隠禅 師坐 禅和 讃(特 集 葬

儀 ・法事 の 《お経》入 門)

名 古屋の寺 院に関する木版資
料 について(7)

川 口 高 風 明治期以降曹洞宗人物誌(4)

川 口 高 風 霊鷲院の歴住の略伝(上)

川 本 慎 自

河 本 祖 舟

河 村 康 仁

木 村 文 輝

木 村 文 輝

樹 下 文 隆

樹 下 文 隆

江 西龍派の農業知識(古 代 中

世 日本の内なる 「禅」)

日本 文化 と禅 耕雲 庵老 師親

交の碧雲居先生(1)

『正 法眼蔵』 に観 る菩提 心 の
一考察(10)得 法 と面授 との

関連性

静岡県 中 ・東部地方 にお ける

曹洞宗の廃絶 ・転宗寺 院一覧

静岡県 中 ・東部地方 における

曹洞宗寺院の歴住 世代(8)

室町後期 にお ける禅林 の嗜好
と謡 曲(古 代 申世 日本 の内な

る 「禅」)

能 〈龍虎〉 の背景一禅林 の周

易 受容 と神仙 趣味(特 集 五
山文学)

北 嶋 藤 郷 大愚良寛から會津八一へ

清 藤 久 嗣
『正法 眼蔵』 「坐禅箴 」巻の考
察(5)薬 山非思 量話 につい
て

黄葉文華

アジア遊学

文学

愛媛大学教育学部
紀要

曹洞宗研究員研究
紀要

印度學佛教學研究

大法輪

愛知学院大学教養
部紀要

愛知学院大学教養
部紀要

禅研究所紀要

アジア遊学

禅

宗学研究紀要

禅研究所紀要

愛知学院大学教養
部紀要

ア ジア遊学

文学

敬和学園大学研究
紀要

宗学研究紀要

131

1425

12(5)9

5810

41

60(1)12

78(12)12

59(1)

58(4)

40

1425

34

243

40

58(4)

1425

12(5)9

20

243
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清 藤 久 嗣

桐田清秀[訳]
鈴 木 大 拙

金 文 京

熊 倉 功 夫

熊 倉 功 夫

稔
和
幸

清
淑

原
嵜
井

桑
川
金

小 阪

胡

顧
顧

佐 々木

大

建 明

春 芳
文

隆

佐 藤 秀 孝

佐 藤 秀 孝

佐 藤 英 樹

道 元禅 師の坐 禅 観(6)薬 山

非思量話について

D.T.Suzuki「sEnglish
diaries(7)1936to1938

中巌 円月の中国体験一科挙 と
の関係 を中 心 と して(特 集

五 山文学)

東 山 と茶 の湯 の歴 史(2)書
院台子の茶 と足利 義政

東 山 と茶 の湯 の歴 史(3)同

仁斎は茶室 の祖 か

安勝寺調査報告書

白山曼茶羅図からみた加賀禅
定道(白 山特集)

蘭渓道隆禅師 「法語 ・規則」
の墨蹟と思想

論禅宗文化給予枯寂之美的影
響一以五山禅僧的詩為中心展
開

現成公案の巻における麻浴山
宝徹禅師の問答について

月泉 良印の伝 記 史料:『 二代
月泉和 尚行状』の翻刻 と訳註

阿育王山の妙智禅 師従廓 につ
いて:平 安末期 の 日本仏教界

との関わ りを踏 まえて

越後種 月寺蔵 『南英謙宗語録』
の訓註(1)

斉 藤 雄 致 大愚良寛の宣布とその体験

島 尾 新

新
彦
大

朋
尾
吉
本

島
住
中

室 町時代 の画 賛 に つ い て一

「禅林 画賛 」 と 「文 人 画賛 」
の関係か ら(特 集 五山文学)

座談会 五山文学研究の新段
階(特 集五山文学)

下 室 覚 道 螢山禅師の光明観(上)

曹洞宗総合研究セ
ンター学術大会紀
要

財団法人松ケ岡文
庫研究年報

文学

同仁

同仁

ビエ ネス

山岳修験

佛教経済研究

言語と文化

曹洞宗総合研究セ
ンター学術大会紀
要

駒澤大学仏教学部
論集

駒澤大学禅研究所
年報

曹洞宗研究員研究
紀要

曹洞宗総合研究セ
ンター学術大会紀
要

文学

文学

文化財学雑誌

12

25

12(5) 9

2(3)2

2(4) 9

173

488

405

103

12

42

2312

41

12

12(5)

12(5)

9

9

73
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下 條
螢 山紹理禅師の坐禅 観一 『坐正

禅用心記』 を中心 と して

下 田 祐 輔

徐 興 慶

白 田 劫 石

白 田 劫 石

菅 原 昭 英

菅 原 昭 英

菅 原 研 州

菅 野 覚 明

菅 野 覚 明

菅 野 覚 明

菅 野 覚 明

菅 野 覚 明

菅 野 覚 明

杉

良寛詩 にお ける 「衣内宝」 に
つ いて一 その緒説

日中文化交流の伝播と影響一
徳川初期の独立禅師を中心に

提 唱 梶 安 国 語 紗 講 話(13)

頒 古 第十則 古 仏露柱

提 唱 梶 安 国 語 紗 講 話(14)

頒古 第十一則 汝名什塵

日本の禅宗 にとっての中国四

川省(古 代中世 日本 の内な る

「禅」)

歴史 の中か らの道 元禅師(特

集 聖 と俗)

『観無量寿経』 「三福」 と道元

禅 師成仏論 につい て

『眼蔵』 をよむ 第三 部 「摩詞
般 若波 羅 蜜 」 巻(第92回)

修行 の要件

『眼蔵』 をよむ 第 三部 「摩詞

般 若 波 羅 蜜 」 巻(第94回)
般若の音色

『眼蔵』 をよむ 第三部 「摩詞
般 若 波 羅 蜜 」 巻(第96回)

仏 とは何 か

『眼蔵』 を よむ 第四部 「現成
公 案」 巻(第98回)公 案 を

現成 させ よ

『眼蔵』 をよむ 第 四部 「現成
公案」巻(第100回)修 行の

前 と後

『眼蔵』 をよむ 第 四部 「現成
公案」巻(第102回)迷 いに
おける悟 り

哲 西尾実 と道 元(IX)

杉 尾 玄 有
万葉集 と日本文化 史上の道元

仏法一 人麻 呂 と 《有時 》《道
得》等

曹洞宗総合研究セ
ンター学術大会紀
要

徳島文理大学文学
論叢

お茶の水女子大学
比較日本学教育研
究センター研究年
報

禅

禅

アジア遊学

日本文化研究

曹洞宗総合研究セ
ンター学術大会紀
要

本

本

本

本

本

本

熊本大学教育学部
紀要,人文科学

曹洞宗総合研究セ
ンター学術大会紀
要

12

283

73

33

34

1425

93

12

36(1)

36(3)

1

3

36(5)5

36(7)7

36(9)9

36(11)11

6012

12
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鈴 木 智 大

住 吉 朋 彦

清 野 宏 道

清 野 宏 道

清 野 宏 道

関

千

一 敏

宗 屋

曹洞宗総合研究センター

宗 学 研 究 部 門

田 申 史 生

田中実マルコス

竹 貫 元 勝

竹 貫 元 勝

竹 貫 元 勝

竹 貫 元 勝

竹 貫 元 勝

竹 貫 元 勝

竹 貫 元 勝

竹 貫 元 勝

竹 貫 元 勝

竹 貫 元 勝

竹 貫 元 勝

相 国寺普広院 にお ける僧堂 の

平面構成 と機能(日 本:社 寺
(1)建 築歴史 ・意 匠)学 術講
演梗概集F-2

高峰東[シ ュ ン]の 学 績(特
集 五山文学)

「阿羅漢」 巻 にお ける 『法華

経』引用の意図

『正法眼蔵』 「仏教 」巻 に見 ら
れ る 『法華経』並 び に天台教

学の受容:特 に九分教 ・十二
分教の構成 につい て

道 元禅 師 と中 古 天 台 本 覚 法
門:中 国天台教学 を通路 とし
て

「東 国の学風」 につ い て一鈴
木大拙 と柳 田國男

原点か ら源流へ一 二 〇一 〇年

慈 照 寺 国際 交流 プ ロ グ ラ ム
「茶花香」 より

共 同研 究 『永 平元 禅 師清 規』
「知事清規」の出典研 究(中)

唐僧義 空の来 日(古 代 中世 日
本 の内なる 「禅」)

黄漿猫湛の 『勧修 作福念 仏図
説』 について

禅憎の略歴 一休 宗純

禅憎の略歴 春浦宗 熈

禅 僧の略歴 古嶽宗 亘

禅 僧の略歴 春屋宗 園

禅 僧の略歴 古漢宗 陳

禅 僧の略歴 澤庵宗彰

禅僧 の略歴 清巌宋潤

禅 僧 の略歴 玉室 宗 珀/玉 舟

宗 〔王+番 〕

禅僧 の略歴 白隠慧鶴

禅僧 の略歴 伝心宗的

禅 僧 の略歴 十入 世 紀 の大 徳

寺僧

建築歴 史 ・意匠
2011

文学

曹洞宗研究員研究
紀要

印度學佛教學研究

駒澤大学仏教学部
論集

宗教研究

同仁

宗学研究紀要

アジア遊学

佛教大学大学院紀
要.文学研究科篇

淡交

淡交

淡交

淡交

淡交

淡交

淡交

淡交

淡交

淡交

淡交

7

12(5)9

41

60(1)12

4210

84(4)3

2(3)2

243

1425

39

65(1)

65(2)

65(3)

65(4)

65(5)

65(6)

65(7)

65(8)

65(9)

65(10)

65(11)

3

1

2

3

4

5

6

7

8

Q
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竹 貫 元 勝

竹 貫 元 勝

舘

舘

舘

舘

禅僧の略歴 牧宗宗寿/円 山
要宗

臨済宗の伝灯と文化(古 代中
世日本の内なる 「禅」)

隆 志 蘭渓道隆の遺偶について

隆 志 蘭渓道隆の霊骨器と遺偶

隆 志

隆 志

龍 谷 孝 道

龍 谷 孝 道

鎌倉期 の禅宗 の坐禅 について

(古代 中世 日本 の内なる「禅」)

鎌倉期の禅林における面壁坐
禅

中世曹 洞宗 における機 関につ
いて:宏 智八句 を中心 として

浄眼寺所 蔵 『証 道歌抄』 につ
いて一 中世曹 洞宗における学

人接化

圭 室 文 雄 曹洞宗の近世的寺院の成立

千 坂 英 俊

千 葉

千 葉

白隠墨跡和歌考(3)
鶴と夢窓疎石

正 円珍における禅宗理解

正

張 新 朋(訳)
福 田 忠 之

角 田 泰 隆

徳 野 崇 行

中世古 祥 道

淡交

アジア遊学

印度學佛教學研究

駒澤大学禅研究所
年報

アジア遊学

曹洞宗総合研究セ
ンター学術大会紀
要

印度學佛教學研究

曹洞宗研究員研究
紀要

明治大学教養論集

白隠慧 花園大学国際禅学
研究所論叢

曹洞宗総合研究セ
ンター学術大会紀
要

呆宝説 『伝宝記』と『開心抄』
一呆宝の禅宗批判の教学的背

景

日本に現存する中国宋元代以
降禅僧の頂相に関する調査と
研究

道元禅師研究諸論再考:特 に
本覚思想批判と思想的変化と
宗祖無謬説を中心に

清規から見た禅宗における追
善供養の変遷

道元禅師の古伝上から栄西と
の相見問題をさぐる

中 尾 良 信 比叡山と日本禅宗

申 尾 良 信

中 本 大

達磨宗 の展 開 と禅籍 開版(古

代 中世 日本の内 なる 「禅 」)

菊隠慧叢 につい て一 『名庸集』

研 究序 説(特 集 五山文学)

印度學佛教學研究

日本思想文化研究

駒澤大学仏教学部
論集

宗教研究

曹洞宗総合研究セ
ンター学術大会紀
要

叡山学院研究紀要

アジア遊学

文学

65(12)12

1425

60(1)12

2312

1425

12

60(1)12

413

4601

63

12

59(2)3

4(1)1

4210
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永 井 賢 隆
『宝 慶記 』 におけ る如 浄禅 師
の 『大智 度論』 の依用 につい
て

永 井 賢 隆 道元禅師と 『大智度論』

永 井 賢 隆

長 尾 直 茂

新 見 克 彦

道元禅師における虚空につい
て一風鈴頒を中心に

中世禅林における 『新刊全相
平話前漢書続集』の受容一清
家文庫所蔵 『漢書抄』への引
用をめぐって[含 『前漢書平
和続集』『漢書帝記紀抄』対
照表]

無住道暁と痴兀大慧にみる禅
理解:鎌 倉時代後期における
禅の特質

新 見 克 彦 無住道暁における禅の意義

西 尾 古 鑑

西 尾 賢 隆

西 尾 賢 隆

西 尾 賢 隆

西 山 美 香

西 岡 芳 文

西 村 恵 信

西 村 恵 信

西 村 恵 信

西 村 恵 信

誇

鯉

鯉

囎

義
相
中

寺
中

ガ
読
饗

読
緩

ア
究
差
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泉
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く
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く
　

を
く
　

織
難
雛

騰
鱒

麟
嗣罐

黙
攣

構騨
構嚢

錨
鰍

曹洞宗総合研究セ
ンター学術大会紀
要

印度學佛教學研究

駒澤大学大学院仏
教学研究会年報

漢文学解釈与研究

鳴門史学

宗学研究紀要

臨済宗妙心寺派教
学研究紀要

臨済宗妙心寺派教
学研究紀要

アジア遊学

アジア遊学

アジア遊学

禅文化

禅文化

禅文化

禅文化

12

60(1)12

444

129

25

243

95

95

1425

1425

1425

219

220

221

222



西 村 恵 信

西 村 恵 信

西 村 恵 信

西 村 恵 信

西 村 恵 信

西 村 恵 信

西 村 恵 信

栄西 と白 隠(禅 的 シンプル ラ
イフー 名僧に学ぶ)

白隠輝 師 「坐禅和讃」 を読む

(1)茶 と禅の出会い

白隠暉 師 「坐禅和讃」 を読む

(2)白 隠 とい う人について

白隠暉 師 「坐禅和讃」 を読む

(3)「坐禅 和讃」成立への道

白隠暉 師 「坐禅和讃」 を読む

(4)衆 生 本来仏な り

白隠縄 師 「坐禅和讃」 を読む

(5)衆 生 近 きを知 らず して
遠 く求 むるはかなさよ

白隠輝 師 「坐禅和讃」を読む

(6)六 趣 輪廻 の因縁 は、己が
愚痴 の闇路 な り

西 澤 まゆみ 道元禅師における信の考察

西 澤 まゆみ

西 澤 まゆみ

新 田 匡 央

納 冨 常 天

道元禅 師 にお ける俄悔 と滅罪
につ いて

道元禅 師 にお ける俄悔 と滅罪
につ いて

禅 と 日本 人 禅の歴 史(禅 的
シンプル ライ フ)

総持寺 の歴史一 鶴見移転 を中
心 と して(総 持寺の歴史 と文

化)

納 冨 常 天 総持寺五院の成立と展開(2)

能 仁 晃 道 愚堂中興以後の妙感寺寸考

橋 本 雄

蓮 沼 直 磨

花園天皇日記研究会

早 坂 暁

北 条 得 宗 家 の禅 宗信 仰 をめ
ぐって一 時頼 ・時宗を中心 に

(古代 中世 日本の内なる「禅」)

禅 にお け る利他 行 の基 礎 づ

け:鈴 木大拙の大智 と大悲

『花 園天皇 日記(花 園院農記)』
正 和二 年 二 月記(2)訓 読 と

注釈

新 ・彼 の人に学ぶ(第146回)
人 はいか に生 きるべ きか?大

愚 良寛和 尚(前 編)

禅学関係雑誌論文目録(2011年)43

プ レジデ ント

茶道雑誌

茶道雑誌

茶道雑誌

茶道雑誌

茶道雑誌

茶道雑誌

曹洞宗総合研究セ
ンター学術大会紀
要

駒澤大学仏教学部
論集

駒澤大学仏教学部
論集

プ レジデン ト

鶴見大学仏教文化
研究所紀要

鶴見大学仏教文化
研究所紀要

禅文化

ア ジア遊学

求真

花園大学国際禅学
研究所論叢

ABC

49(34)10

75(2)2

75(4)4

75(6)6

75(8)8

75(10)10

75(12)12

12

4210

42

49(34)10

163
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220
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早 坂

林

林

新 ・彼の人 に学ぶ(第147回)
暁 騰 々 と 自然 の ま ま生 きる 大ABC

愚 良寛和 尚(後 編)

観 潮 明僧道者超元の帰国について

観 潮

ひ ろ さちや

日 高 愛 子

廣 瀬 良 文

廣 瀬 良 文

廣 瀬 良 文

福 田 道 宏

藤 原 東 演

藤 田 琢 司

藤 田 琢 司

藤 田 琢 司

古 瀬 珠 水

古 瀬 珠 水

古 瀬 珠 水

隠元禅 師に対する江戸幕府 の

政策 につ いて

一 休:「 風 狂」 に生 きた 「孤

高」 の禅者(禅 的シンプルラ
イフー名僧 に学ぶ)

『古 今栄 雅抄』 の一 条兼良説
一 『一禅御 説』 『柿本傭材抄』

との関連か ら

総光寺所蔵 『当寺開山禅 師行
状』 の訓註一 月蕎良圓禅 師伝
にみ る曹洞宗寺 院縁起

総光寺所蔵 『当寺開山禅 師行

状』 の訓註一 月篭良圓禅 師伝
にみ る曹洞宗寺 院縁起

開山伝 と霊 宝 ・寺域 ・山林一
月篭良 圓の伝 記史料 『当寺 開
山禅師行状』 をめ ぐって

京都大学 附属 図書館所蔵 「平

松文庫」儲君御受禅御用記録
一翻刻 と解題

臨済宗一 「本 来の 自己」 に目
覚 め よ う(特 集 日本仏 教各

宗の疑問 に答 える)

禅 僧の 死 に様(3)今 度 ばか

りは我が意 に従 え一大灯 国師

禅 僧の死 に様(4)心 頭 を滅

却すれ ば、火 も自ず か ら涼 し
一 決川紹喜

禅僧 の死 に様(5)冷 熱 は生
道人の知 る所 に非ず一慧春尼

『見 性成 仏論』 と 『顕密 問答

紗』の 「禅 門の人」 の関係 に
つ いて'

金沢文庫蔵 『見性成仏論』 と

伝達磨大師 『血脈論』:「見性」
の思想 に着 目して

金沢文庫蔵 『見性成仏論』 に

お ける 『宗鏡録』 の引用 の意

味

花園大学国際禅学
研究所論叢

黄聚文華

プ レジデ ント

語文研究

曹洞宗研究員研究
紀要

曹洞宗研究員研究
紀要

駒澤大学大学院仏
教学研究会年報

大和文華

大法輪

禅文化

禅文化

禅文化

仙石山佛教學論集

印度學佛教學研究

印度學佛教學研究
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包 黎 明

細 川 武 稔

堀 井 妙 泉

堀 川 貴 司

元代 の中 日文化交流:入 元僧
と元代文人 との交流か ら

等持 院 ・真如寺 と足利氏(古

代 中世 日本 の内 なる 「禅」)

日本文 化 と禅 両 忘庵 釈宗 活

老 師の短歌(2)『 六道游戯集』
よ り

『覆篭 集』 につい て一 室 町時
代後 期の注釈付 き五 山詩総集

(特集 五 山文学)

堀 川 貴 司 『覆篭集』解題と翻刻

堀 本 一 繁 栄西の足跡

松 村 定 男 良寛と文人

松 田 陽 志

丸 川 春 潭

丸 川 春 潭
延 時 真 覚

丸 川 春 潭
延 時 真 覚

三 橋 広 夫

水 上 勉

溝 口 明 則
小 池 貴 久

宮 地 清 彦

宮 川 敬 之

宮 川 敬 之

江戸期曹洞宗禅僧の経典 ・文

字観:独 庵玄光 と天桂伝尊 を
中心 に

三昧一 「茶禅一味」 の基 盤に

なるもの(特 集 茶禅一 味)

騙 鞍橋 講話(第13話)我 は
念起 し坐禅也。我 は須 弥山程
の大念 を起 さする と也

騙 鞍橋 講話(第14話)修 行

には身を使 うが好 き也

室 町時代 の朝鮮通信使 申叔舟

を 日韓 で学ぶ(日 本列 島 と朝

鮮 半島の交流一 実践18)

良 寛の生 きかた、 この時代の
生 きかた(禅 的シ ンプ ルライ
フー名僧 に学ぶ)

円覚寺舎利殿 の柱 問計画法:
正福 寺地蔵堂 との関係性(日

本:生 産(3)建 築 歴 史 ・意
匠)

『伝 光録』 にお ける枯 木死灰
禅 の用例 について:中 国禅 思

想 との関連か ら

『眼蔵』をよむ 第二部 「有事」

巻(第93回)根 拠 な しとい
うこと

『眼蔵』をよむ 第二部 「有時」
巻(第95回)相 見の理法

広島大学大学院教
育学研究科紀要.第
二部文化教育開発
関連領域

アジア遊学

禅

文学

花園大学国際禅学
研究所論叢

緑茶通信

立正大学人文科学
研究所年報

日本仏教学会年報

禅

禅

禅

歴史地理教育

プ レジデン ト

学術講演梗概集
F-2建 築歴 史 ・意匠
2011

印度學佛教學研究

本

本

60

1425

34

12(5)9

63

283

49

77

34

33

34

7777

49(34)10

7

59(2)3

36(2)2

36(4)4



46『 暉學 研 究』第94號,2016年3月

宮 川 敬 之

宮 川 敬 之

宮 川 敬 之

宮 川 敬 之

宮 川 武 治

宮 田 正 勝

向 坂 卓 也

村 上 三 島

村 井 章 介

村 木 敬 子

八 波 浩 一

『眼蔵』 をよむ 第二 部 「有時」

巻(第97回)「 とき」 の到来

『眼蔵』 をよむ 第二部 「有時」

巻(第99回)脱 体 の時 即此
離此の時

『眼蔵』 をよむ 第五部 「密語」
巻(第101回)「 密 語 」 を開

く

『眼蔵』 をよむ 第五部 「密語」

巻(第103回)理 解 のエンジ
ン

ー休一 その尺八 禅 に寄せ る心

[含 一休和 尚年譜]

臨済宗(特 集 仏 教 か ら何が
学べ るか)一(日 本仏教各宗

「学んでほ しい こと」)

称名寺本 にみ る 『覚禅抄』展

開の可能性 につ いて:称 名寺
本 『覚禅抄』 と 『東寺講堂御
仏御舎利 員数1

良寛:「 無欲」「自然体 」 を映

す 自在の書(禅 的 シ ンプルラ
イフー名僧 に学 ぶ)

十年遊子 は天涯 に在 り一 明初

雲南諦居 日本僧の 詩交(古 代
中世 日本 の内なる 「禅」)

和刻本 「十牛図」 の展 開(古

代中世 日本 の内なる 「禅」)

仙厘交友録(1)良 寛 と豪潮:

仙厘筆 「牡 丹 画賛 」、 豪潮筆
「十六羅漢画賛」 をめ ぐって

矢 島 忠 夫 正法眼蔵 『諸法実相』

矢 谷 慈 國

山 本 兼

山 本 英 男

山 本 英 男

道元 『正法眼蔵、第三、仏性』

(現代語訳及び注、後半 部分)

利休の風景禅について

南北朝 ・室町時代一 厳 しい乱

世 を く ぐ りぬ け た 傑僧 た ち

(名僧でた どる日本 の仏教)

夢 窓疎石(名 僧 でた どる 日本
の仏教)一(南 北朝 ・室町時

代一厳 しい乱世 を く ぐりぬ け
た傑僧たち)

本

本

本

本

あいち国文

大法輪

金沢文庫研究

プ レジデ ン ト

アジア遊学

アジア遊学

出光美術館研究紀
要

弘前大学教育学部
紀要

追手門学院大学社
会学部紀要

淡交

別冊太陽

別冊太陽

36(6)

36(8)

6

8

36(10)10

36(12)12

57

78(11)11

32710

49(34)10

1425

1425

1712

1053

5

65(10)10

1825

1825
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山 本 英 男

山 藤 夏 郎

山 家 浩 樹

楊 昆 鵬

横 内 裕 人

横 山 住 雄

横 田

画僧 の系譜一 禅僧画家 たちの
多様 な試み(名 僧で た どる 日

本 の仏教)一(南 北朝 ・室町
時代一厳 しい乱世 を くぐりぬ

けた傑僧たち)

詩 を詠 むの は誰か:中 世 禅林

詩学 にお ける 「脱創造」 とい
う 「創造」の機制

無外如大伝 と千代野伝説 の交
流(古 代 中世 日本 の 内 な る

「禅」)

五 山文学 と和 漢 聯 句(特 集
五 山文学)

大和多武峰 と宋仏教一達 磨宗
の受容 をめ ぐって(古 代 中世

日本 の内なる 「禅 」)

臨済宗五 山派 ・美濃大 円寺 の
興亡史

別冊太陽

日本研究

アジァ遊学

文学

アジァ遊学

花園大学国際禅学
研究所論叢

喬 白隠禅師蛍雪記(新 連載 ・1)大 法輪

吉 津 宜 英

吉 田 和 彦

吉 田 道 興

吉 田 道 興

芳 澤 元

Pedersen]旺illary

綿 田 稔

曹 洞宗(特 集 仏教 か ら何 が
学べ るか)一(日 本 仏教 各宗

「学 んでほ しい こと」)

大 分県杵 築市所 在 東 光寺 経

塚 に関する覚 書

日本文化 と禅僧 たち一 「禅文

化」 の成立 と展 開(古 代 中世
日本 の内なる 「禅」)

高祖伝の形成と道正庵一策謀
家道正庵十九世徳幽 卜順

慶 長期 の絵画 ・漢詩 の製作過
程一前 田利家夫 人 ・芳春 院の
女 人図(特 集 五山文学)

九世紀 の日本 における信 仰の

多様性一神護寺五大 虚空蔵菩
薩像 と五行説の関係 を中心 に

足利 将軍邸 の障子 画賛(特 集
五 山文学)

道元(名 僧 でた どる 日本の仏
教)一(鎌 倉時代一 激 し くぶ
つかる継承者 と革新者 たち)

大法輪

古文化談叢

アジァ遊学

曹洞宗総合研究セ
ンター学術大会紀
要

文学

花園大学国際禅学
研究所論叢

文学

別冊太陽

1825

243

1425

12(5) 9

1425

63

78(4) 4

78(11)11

657

1425

12

12(5) 9

63

12(5) 9

1825

〔その他 〕

吾が師を語る 古賀黙傳和尚東 海 大 光
と東海玄照老師 禅文化 219
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粟 谷 良 道 曹 洞宗 におけ る 「寺族 問題 」
について(続)

伊 藤 紫 虹 有縁千里逢

家 塚 智 子

家 塚 智 子

東 山歴 史遣 遥(2)こ の ごろ

都 にはやる もの一 花 の都 のつ
わ どもたち

東 山歴 史遣 遥(3)足 利 義満
の登場一花 の御所 ・七重塔 ・

鳳鳳

板 橋 興 宗 禅 の教 えとこころの支 え

池大雅による光の描写と黄葉
出 光 佐千子 美術:黄 漿山萬寿院蔵 「書画

禅冊葉」の体験

岩 本

智
俊
隆

全
永
禅

野
田
野

保
宇
久
中

上 田 月 庵

梅 本 啓 悟
大 窪 健 之

梅 本 啓 悟
大 窪 健 之

瓜 生 中

小 川 心 耕

小 田 守

司
明
進

浩
秀

下
木
山

大
高
下

岡 本 重 慶

禅 と健康(3)

自死者供養の現状 と課題 につ
いて

第一回心の教 育セ ミナー報告
(特集 こころの教 育)

妙心寺の避難所 としての有効
性 評価:妙 心寺避 難所生活 シ
ミュ レーシ ョンモデルの構築

を踏まえて

妙心寺 の避難所 としての有効
性 評価 に関す る研 究:妙 心寺

避難所生活 シミュ レー シ ョン
モデルの構築 を踏 まえて(都

市計画)

雑学 か ら学ぶ仏教(24)禅 の
流 れ

武道 と禅 小川忠太郎範士 『稽

古 日誌』(1)

石州流の成立 とその特色(日

本文化 と禅)

大 学 院GP報 告 建 仁 寺塔 頭

両足 院所蔵 絹 本着 色 「明庵
栄 西像 」の 蛍光X線 分析 法
に よる科学調査

「禅 的森 田療法 」 につ いて の

研 究一 「集 団と個」 の問題 を
め ぐって

宗学研究紀要

禅文化

同仁

同仁

病院 ・地域精神 医

学

出光美術館研究紀
要

ライフデザイン学
研究

曹洞宗総合研究セ
ンター学術大会紀
要

禅

歴史都市防災論文
集

日本建築学会近畿
支部研究報告集 計
画系

大法輪

禅

禅

文化財情報学研究

総合社会科学研究

243

221

2(3)2

2(4)9

53(4)7

17

7

12

33

57

515

78(ll)11

34

33

83

3(3)3
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帯 津 良 一

笠 倉 玉 漢

角 川 雅 樹

樺 島 勝 徳

樺 島 勝 徳

樺 島 勝 徳

樺 島 勝 徳

白隠禅師の 『夜 船閑話』 と丹
田呼吸法(特 集 仏教 の智 慧

で 現代 病 を乗 り越 え る)一

(仏教の智慧で病 いを治す)

禅 フロンティア 日本文化研修
道場 禅 フロ ンテ ィア報告

森 田療 法 と 「現在 化」:ヘ リ
ゲルの 「弓 と禅」 を事例 とし

て

プチうつ に効 く「禅 セラピー」

(特集 仏教 の智慧で現代病 を

乗 り越 える)一(仏 教 の智慧
で病 いを治 す)

和尚 さんの身体講座(29)自
家身中の妙 薬 痛風 を遊ぶ

和尚 さんの 身体 講座(30)究
極の薬師流 体軸運動

和尚 さんの 身体 講座(31)安
楽坐禅法入門(1)

木 下 喜代男 南鳶禅師と笠ヶ岳

木 村 清 孝

孝
天
樹

清
常
春

村
冨
橋

木
納
岩

御移転百年に寄せて(総 持寺
の歴史と文化)

曹洞宗大本山総持寺御移転百
年記念 平成二十二年度鶴見
大学仏教文化研究所公開シン
ポジウム 「総持寺の歴史と文
化」

北 村 三 子 禅と教育学:宮 坂哲文の場合

北 泉 剛 史

北 西

北 西

海北友雪筆 「魚 藍観 音 ・寒山

拾得図」(大 本 山総持寺)

弘 回想一花 園大学(そ の10)

弘 回想一 花園大学(そ の9)

北 野 大 雲 長岡禅塾物語一掃除の歌

桐 田 清 秀 大谷大学時代の鈴木大拙

月
樹
和
直

一

五
尚
孝
宗
紘

井
尾

倉
倉
岡
永
平

児 玉

禅修行を取 り入れた糖尿病お
よび生活習慣病療養指導の試
み(一 般演題 第114回 日本
心身医学会関東地方会演題抄
録)

修 臨床僧 の会 ・サー ラ

大法輪

禅

日本森田療法学会
雑誌

大法輪

禅文化

禅文化

禅文化

斐太紀

鶴見大学仏教文化
研究所紀要

鶴見大学仏教文化
研究所紀要

駒澤大学教育学研
究論集

文化財学雑誌

禅文化

禅文化

禅文化

花園大学文学部研
究紀要

心身医学

禅文化

78(7)7

33

22(2)10

78(7)7

219

220

221

163

163

273

73

220

219

222

43

51(9)9

220
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小 池 龍之介

後 藤 榮 山

リセ ッ トす る練習(禅 的シ ン
プルライフ)一(「 禅 的生活」

をは じめよう)

吾が 師を語る 山本 玄峰老 師 ・
中川宋淵老師 ・鈴 木宗 忠老 師

佐々木 真 郎 禅に学ぶ

佐々木 秀 憲

佐 伯 裕 子

佐 藤 妙 珠

沢 井 淳 弘

沢 木 みずほ

志 水 一丁そ

篠 原 大 雄

芝 田 義 峰

珠

鈴

寳

木

住 谷 瓜 頂

禅文化研究所

曹洞宗総合研究センター

宗 学 研 究 部 門

高 橋 悠 介

高 橋 裕 文

1950年 代 ・ア メ リ カ現代 芸

術へ の禅の影響 について

人って ときに墓 なんです ね一

笹井宏之の生 命の歌

禅 会だ より 『わび茶 の研 究』
輪読会

だ れ もがす ぐに実 践 で きる

「日本一や さしい」指南書 「瞑

想」 のススメ(禅 的 シ ンプル
ライフー 「禅的生活」 をは じ
め よう)

くらしの泉 食 添 加物だ らけ
のた くあんに沢庵禅師 も泣い
ているか も

博 物館紹介 花 園大 学歴 史博
物 館ZENMUSEUM(古 代
中世 日本の内なる 「禅」)

吾 が師 を語 る 森本 省念 老師
と竹 田益州老 師

禅 会だ よ り か ご しま禅 の会
につ いて

二 〇一 〇年 慈 照寺 国際 交流

ご報告

精進料理 に学ぶ仏教の心、禅
の心一 吉村昇洋 さん

望 月仏教大辞典編 纂 に従事 し
た漿僧 ・服部俊崖

禅文化研究所 の諸活動一創立

当初か ら現在にいた る(特 集
禅文化研 究所 のあゆみ)

曹洞宗 関係文献 目録(18)平
成20年4月 ～平成21年3月

禅 竹能楽論 にお ける 「一 露」
「一水」 と胎生学

室町期円覚寺造営 料所化 と常
陸 国小 河 郷 地頭 ・百 姓 の 闘
い:「 指 出」 と年貢 契約 との

関連 において

プ レジデ ン ト

禅文化

警察公論

人間幸福学研究

禅文化

禅

プレジデ ン ト

金曜 日

アジァ遊学

禅文化

禅

同仁

栄養と料理

黄奨文華

禅文化

宗学研究紀要

能と狂言

茨城大学人文科学
研究

49(34)10

223

66(4)4

3(1)2

220

34

49(34)10

19(39)10

1425

22!

33

2(3)2

77(7)7

131

221

243

94

312
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高 田 明 和 医 は仏道(52)不 眠(13)坐
禅 は安眠の法 門な り

大法輪

立 田 珠 月 風炉先屏風(日 本文化と禅)禅

谷 本 裕

チャイルドリディア・マリア

田 中 泰 賢

塚 田 博

雄
隆

惟
上

辻
村

雄
隆

惟
上

辻
村

武 満徹 《夢 窓 》 の庭(4)彫
刻家 イサ ム ・ノグチを巡 る旅

翻訳 リデ ィア ・マ リア ・チ ャ
イル ド 「仏教 とローマ ・カ ト
リ ックの類似性 」

博 物館 紹介 駒 澤 大学禅 文化

歴 史博 物館(古 代 中世 日本 の
内なる 「禅 」)

ニ ッポ ン絵 合 せ(20番)禅

月様 羅漢図

ニ ッポ ン絵 合 せ(20番)禅

月様羅漢図)

出 宮 徳 尚 明禅寺合戦考

中 野 東 禅

仲 紘 嗣

法話 チ ャ ンス をつ か まえる
力

「心 身一如 」 の由来 を道 元 ・

栄西そ れぞれの 出典 と原典か
ら探 る

新 美 昌 道 禅堂の茶:師 走の趣向で

西
陶芸の 中にあ らわれ る良寛の

静 恵 心一土 ・炎の営 みと心の 関わ

り

西 尾 宗 滴 吾が師を語る奥大節老師

西 村 恵 信

「禅文 化研 究所 」 とは何 か一
公益法 人化 にむけてのアピー
ル(特 集 禅 文化研 究所 の あ

ゆみ)

根 來 孝 明 良寛の書法に関する一考察

原 田 道 一

東西の禅一 グ ローバル ・ネ ッ
トワー ク時代 における東 西禅

文化の交流

半 田 栄 一 白隠の禅と現代統合医療

ハ ルモニァ

禅研究所紀要

アジア遊学

芸術新潮

芸術新潮

吉備地方文化研究

大法輪

心身医学

淡交

曹洞宗総合研究セ
ンター学術大会紀
要

禅文化

禅文化

美術科研究

曹洞宗総合研究セ
ンター学術大会紀
要

宗教研究

半 田 栄 一 白隠の禅思想と 「軟酢の法」 比較思想研究

姫 野 晴 道 いの ちの[手 偏+主]杖

平 塚 景 堂 権力と文化

禅文化

禅文化

78(7)7

33

413

40

1425

62(11)11

62(11)11

21

78(5)5

51(8)8

65(12)12

12

221

221

29

12

84(4)3

38

221

219
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平 宮 正 志

福 江 充

藤 井 隆 英

藤 井 隆 英

藤 原 智 美

藤 原 智 美

淵 上 福 山

仏 楽 学 舎

仏 楽 学 舎

仏 楽 学 舎

仏 楽 学 舎

仏 楽 学 舎

仏 楽 学 舎

仏 楽 学 舎

古 川

堀

登

良寛 に学 ぶ教 育者 としての姿

勢:愛 語 よ り初めて

石造物資料 にみる江戸 時代の
三禅定(富 士 山 ・立 山 ・白 山)

(白山特集)

体当 た り僧侶 のボラ ンテ ィア
日記(3)ま ちとともに

体当 た り僧侶 のボラ ンテ ィア
日記(4)交 わ りの中で

食 も修行 で あ る 永 平 寺 の味
噌汁(禅 的 シンプルライフー

「禅的生活」 をはじめ よう)

永平寺 「一泊二 日禅修行 」体

験 ルポ(禅 的 シンプルライ フ
ー 「禅 的 生活 」 を は じめ よ

う)

在 りし 日の句友 たち(2)(日

本 文化 と禅)

精 進の こころ き ょうの味 京

都 ・天龍寺 「節月」

精 進の こころ き ょうの味 京

都 ・大徳寺 「泉仙 」

精 進の こころ き ょうの味 京

都 ・妙 心寺 「阿 じろ」

精 進の こころ き ょうの味 京

都 ・萬福 寺 普茶料理

精 進の こころ き ょうの味 京
田辺 ・一休寺(酬 恩庵)

精 進の こころ き ょうの味 京

田辺 ・一休寺(酬 恩庵)

精 進の こころ き ょうの味 妙
心寺塔頭 東林 院

福 井県 大飯郡おおい町岡 田西
安寺石造 五重塔実測調査

祥 岳 《経 蔵》 再考一≒類型 と機能

堀 井 妙 泉

堀 井 無 縄

前 田 專 學
武 田 浩 学

両忘庵釈 宗活老師の短歌(1)
『六道 游戯 集』 よ り(日 本 文

化 と禅)

茶 のこ ころ ・禅の こころ(特

集 茶禅一味)

大拙英 訳 『教 行信証』 の編集
を終 えて

文教大学教育学部
紀要

山岳修験

禅文化

禅文化

プ レジデン ト

プ レジデ ン ト

禅

茶道雑誌

茶道雑誌

茶道雑誌

茶道雑誌

茶道雑誌

茶道雑誌

古文化談叢

若越郷土研究

臨済宗妙心寺派教
学研究紀要

禅

禅

財団法人松ケ岡文
庫研究年報

4512

488

219

220

49(34)10

49(34)10

33

75(3)3

75(4)4

75(6)6

75(8)8

75(10)10

75(12)12

77

56(1)8

95

33

34

25



枡 野 俊 明

松 田 高 志

丸 川 春 潭

三 松 無 妙

三 浦 眞 風

子
司

弥寿
淳

野
山

水
杉

則
武
太
桂
哉

明

一

純

ロ
川
田
藤
瀬

溝
申
下
佐
百

武 藤 亮 飛

山 口 博 永

山 崎 紹 耕

山 崎 紹 耕

山 本 文 漢

山 本 紀久雄

山 本 紀久雄

山 本 紀久雄

山 本 紀久雄
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庭園デザ イ ンの第一人者が語
る 「枯 山水」 の魅力(禅 的シ
ンプル ラ イフー 「禅 的生 活」

をはじめ よう)

宗教 と教育 と私一体験 的宗教
教育論

21世 紀 ・知 的革 命 時代 にお

けるこ ころの教育のあ り方 と
方 途 につ い て(特 集 こころ
の教育)

禅 会 だ よ り 小 川忠太 郎範 士

『剣道講話』 輪読会 について

第2回 茶禅一味 の会(新 潟大
会)概 況 報 告(特 集 茶 禅一
味)

南 禅寺金地 院八 窓席の樹種識
別結果

ベ ン ・メァ レァ寺 院の伽藍計

画 につ いて(東 洋:カ ンボジ
ア建築歴史 ・意匠)

東西霊性交 流についての予 備
的考察

絶対無 条件 な世界を求めて一
私が 出会 った太極拳 と禅 の世

界

禅 心 を照 らす 食禅一 味 向嶽

寺 コッ トウ粥

禅 心 を照 らす 食禅一 味 崇福

寺 鑑饒

人生 をや わ らか くす る 禅 の

言葉(第6回 ・最終回)柳 緑
花紅

命 も、 名 も、金 も要 らぬ 山
岡 鉄 舟(68)『 痩 我 慢 の説 』
と鉄舟(其 の2)

命 も、名 も、 金 も要 らぬ 山
岡 鉄 舟(69)『 痩 我 慢 の 説』
と鉄舟(其 の3)

命 も、名 も、 金 も要 らぬ 山

岡鉄 舟(70)『 痩我 慢 の 説 』
と鉄舟(其 の4)

命 も、 名 も、 金 も要 らぬ 山
岡鉄 舟(71)『 痩 我慢 の 説 』
と鉄舟(其 の5)

プ レジデ ン ト

禅文化

禅

禅

禅

木材学会誌

学術講演梗概集
F-2建 築歴史 ・意

匠

禅文化研究所紀要

49(34)10

220

33

34

34

57(1)1

7

313

茎 暴 エ ネルギー ・6(28)

茶道雑誌

茶道雑誌

キ ャ リ アマ ネ ジ メ
ン ト

ベ ルダ

ベ ルダ

ベルダ

ベル ダ

75(1)1

75(2)2

3

17(1)1

17(2)2

17(3)3

17(4)4
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山 本 紀久雄

山 本 紀久雄

山 本 紀久雄

山 本 紀久雄

山 本 紀久雄

山 本 紀久雄

山 本 紀久雄

〔書評 ・紹介〕

石 井 修 道

オ ラ ー チ ャ バ

金 澤 弘

川 本 慎 自

佐 々木 馨

斎 藤 夏 来

命 も、 名 も、 金 も要 らぬ 山
岡鉄 舟(72)『 痩我 慢 の 説 』
と鉄舟(其 の6)

命 も、 名 も、 金 も要 らぬ 山

岡鉄 舟(73)『 痩我 慢 の 説 』
と鉄舟(其 の7)

命 も、名 も、 金 も要 らぬ 山
岡鉄舟(74)鉄 舟県知事就任

(其の1)

命 も、名 も、金 も要 らぬ 山

岡鉄舟(75)鉄 舟県 知事就 任
(其の2)

命 も、名 も、 金 も要 らぬ 山
岡鉄舟(76)鉄 舟県知事就任

(其の3)

命 も、名 も、金 も要 らぬ 山

岡鉄舟(77)鉄 舟県知 事就 任
(其の4)

命 も、名 も、金 も要 らぬ 山
岡鉄舟(78)鉄 舟県知事就任

(其の5)

歴史 の指標 山岡鉄舟(1)剣
と禅 による人間修行

特集 朗 読 リーデ ィング ドラ
マ 「修禅寺物語」(岡 本綺 堂 ・

作)

禅 を学 んで世界 を変 えたiの
巨人 棺 を蓋い て 「ス テ ィー
ブ ・ジョブズ」の伝説

いっぷ く拝見

高崎直道著作集 第九巻 『道元
思想 と日本仏教』 を読む

今泉淑夫著 「禅僧 たちの室 町
時代 一 中世 禅林 ものが た り
一』

死 して巌根 に在 らば骨 もまた

清 し一 寂室元光の墨蹟 二幅

今泉淑夫著 「禅僧 たちの室 町
時代:中 世禅林 ものがた り』

大塚 紀 弘 著 『中 世 禅律 仏 教

論』

芳澤 勝弘 編 著 『江 月宗玩 欠
伸稿訳注 乾』

ベルダ

ベルダ

ベルダ

ベ ルダ

ベ ルダ

ベ ルダ

ベ ルダ

明 日への選択

音声表現

週刊新潮

禅文化

春秋

史學雑誌

禅文化

日本歴史

日本歴史

史學雑誌

17(5)5

17(66

17(7)7

17(8)8

17(9)9

17(10)10

17(11)11

30910

9

56(40)10

220

5274

120(8)8

219

76312

7543

120(4)4
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菅 原 義 勝 広瀬良弘編 『禅と地域社会』 駒沢史学

ダヴァンディディエ(訳)

飯 島 孝 良

兵 藤 失

藤 元 裕 二

松 尾 剛 次

美濃部 仁

宮 島 光 志

小川隆著 『神会:敦 煙文献 と
初期 の禅 宗史』 『語録 の こ と

ば:唐 代 の禅』 『臨 済録:禅
の語録 のことば と思想』

渡辺章悟著 『金剛般 若経の研

究』

拾得 図(寒 山拾得 図の対幅の
内 長 野県 木 曽 郡 ・定 勝 寺

蔵)

大 塚 紀 弘著 『中世 禅 律 仏 教
論 』(山 川歴 史 モ ノ グ ラ フ
18)

藤 田正勝 著 西田幾 多郎 の思

索世界:純 粋経験か ら世界 認
識へ

浅見洋編 『鈴木大拙 と日本文
化』

巣松 翁 蔵 禅 林墨 蹟一 海 門禅
恪 ・弘巌玄挽

巣 松 翁蔵 禅 林 墨蹟 一 雲 居 ・
隠山 ・春叢

駒澤大学禅研究所
年報

佛教学セ ミナー

禅文化

史學雑誌

日本の哲学

北陸宗教文化

禅文化

禅文化

巣松翁蔵禅林墨蹟一黄葉宗 禅文化

丈山文庫蔵 禅林墨蹟 白隠と
東嶺 禅文化

763

2312

9412

222

120(6)6

1212

243

220

219

221

222

〔講 演〕

片 山 一 良 公開講演禅と経の世界

講演会 無常の世界:不 離叢片 山 一 良
林

生と死の境界はあるのか一良黒 岩 卓 夫
寛と親驚の思想に触れて

玄 侑 宗 久

竹 村 牧 男

山 部 能 宜

京都 ・宗教系大学院連合公 開

講 演 「禅 と諸 宗 教 に お け る
〈わた し〉の成 り立ち」

西田 の禅思想 をめ ぐって一 逆
対 応か ら平常底へ

公 開講演 中央 アジ アに お け
る禅観 の実践 につ いて(袴 谷

憲昭教授退任記念號)

駒澤大学大学院仏
教学研究会年報

禅研究所紀要

人間の発達:仙 台
白百合女子大学人
間発達研究セン
ター紀要

京都 ・宗教論 叢

西田哲学会年報

駒澤大学仏教学部
論集

444

40

7

51

87

4210


